
国際農業工学会 2008 年国際会議 

「技術は発展のための知の共有」 

The 2nd CIGR International Conference 2008 in Brazil, “Technology for All: 
Sharing the Knowledge for Development” 

(CIGR: International Commission of Agricultural Engineering) 
平成２０年８月３０日～９月４日（６日間） 

ブラジル国 イグアスホールズ市 

参加国数：４８カ国 

参加者数：８９０名 

日本人参加者：２５名 

プログラム： 
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概要： 

「人類の持続発展に寄与する農業工学」の課題でブラジル農業工学会と米国農業工学会との共催

による研究発表会ならびに学術研究ツアーが実施されるとともに、口頭講演発表とポスター発

表があった。今回の課題は、専門技術部会にとらわれない学際的、専門横断的に関連する研究

集会を A1～A5 ブロックに設定しており、研究者の専門性を意識したプログラムであった。 

 



   

イグアスの滝 

   
CIGR 執行役員                    CIGR 執行役員会 

      
GALA パーティ                 ナース会長と日本からの参加者               

   

テクニカルツアーで不耕起栽培農家訪問 2008.9.4  不耕起栽培 


